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矢吹町教育委員会 子育て支援課 
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町の子育て世帯への支援状況や保育・教育の現状について説明し、町内

に居住している子育て世帯の方々と意見交換を行い、アイディアを取り

まとめ、今後の子育て支援策等に反映させることを目的とし、ワークシ

ョップを開催しました。 

ワークショップ概要 

 

□講義  

「子育て世帯への支援状況と保育・教

育の現状について」 

講師 福島大学 人間発達文化学類 

准教授 植田 啓嗣 氏 

 

□参加者 

 13 人 福島大学生３人 
 

□ワーク１  

「町の子育て支援策について」 

●子育て支援施策の〇と×、こんなサ 

ービス及びこんな支援策があったら 

●こんな交流の場や楽しい場所があっ 

たら 

●これが解決すればもう１人考えたい 

●町の子育て支援情報届いてる？どの 

媒体なら情報が届きやすいですか？ 

 

□ワーク２  

「教育・保育・・・子どもたちの未来

へ」 

●保育園、幼稚園、小学校のイメージ 

を聞かせて！ 

●多様化する保育・教育のニーズに対 

応する、保育園＆幼稚園＆認定こど 

も園について語ろう!! 

●望ましい環境とは？ 



 

 ワークショップ結果概要  

■ワーク１ 「町の子育て支援策について」 

 基本的な支援策、主に経済面（児童手当、医療費、給食費副食費助成、出産祝金）は充実

しているという良い意見がある反面、他市町村と差別化できるような町独自の支援策が少

ないとの意見もありました。父親を対象とした支援、子育てに必要な物品（オムツ提供、チ

ャイルドシート等のレンタル、服のリサイクルなど）の支援があれば良いという意見や、急

に児童を預けなければならない時にも対応できるようにしてほしいとの意見がありました。 

 交流の場や楽しい場所については、未来くるやぶきのイベントが充実していることや認

定こども園の子育て支援室の利用面で良いという意見のある一方で、児童の遊べる場所が

まとまっておらず、場所の有効活用がされていないという意見や、親子で参加できるイベン

ト、同じ子育て世代や多世代と気軽に交流・相談できる機会があれば良いとの意見がありま

した。 

 子育て支援に関する情報については、情報に対するアンテナを高くした場合だけ情報を

得ることができる現状であるとの意見があり、LINE や SNS での情報発信、子育てアプリ

の内容の充実を希望する意見がありました。 

 

＜今後検討していくこと＞ 

カテゴリー 行政 協働 

子育て支援策 

・子育て世代に寄り添った育児関 

連物品の支援について 

・預かり保育制度の理解及び利用

普及について 

・予防接種助成拡充について 

・使わなくなった育児関連物品の

提供 

・父親を対象とした子育て支援策

はどのようなものがあるか意見

をもらいながら考える 

・子どもの居場所（子ども食堂な

ど）さらなる拡充を進める 

交流・相談 

の場 

・子育て関連施設での相談体制の

充実化について 

・子ども家庭総合支援拠点の整備 

・同世代の子育て世代や地域のお

年寄りとの触れ合いの機会づく

り 

・子育てサークル活動による交流

の場づくり 

情報発信 

・子育て支援情報誌の定期送付に

ついて 

・LINE や SNS を活用した、目に

留まる情報発信の方法について 

・ワークショップやアンケート調

査への積極的な参加 

※ワークショップに参加していない方にも読みやすいよう、一部表現の修正や内容の補足をしています。 



 

■ワーク２ 「教育・保育・・・子どもたちの未来へ」 

 各施設へのイメージについて、小学校については、先生が少ない中でも工夫して指導を

進めている、小規模校に行くほど先生と子どものつながりが強い、施設が古いとの意見が

ありました。幼稚園については、少人数クラスながらも教諭の配置がしっかりなされ、用

務員の方もいるので環境整備もよく目が届いている、保護者は協力的で園長先生の指導が

すばらしいという良い意見や、施設や遊具が古く老朽化しているという意見もありまし

た。認定こども園については、先生たちがいきいきとしている、新しいことにチャレンジ

しているという意見、全体的には、駐車場が足りない、老朽化しているとのイメージの意

見がありました。 

 多様なニーズへの対応、望ましい環境について、ソフト面では施設間での交流や、親の

学びの機会の充実、小学生以上に学校以外の学びの場があれば良い、転校生へのサポー

ト、幼稚園と保育園との差をなくしてほしいとの意見がありました。ハード面で施設周辺

の街灯が少ない、通学路にゴミが散乱している場合があるとの意見がありました。 

 

＜今後検討していくこと＞ 

カテゴリー 行政 協働 

小学校 

幼稚園 

保育園 

認定こども園 

・就学前に小学生と関われる機会

について 

・老朽化施設の方向性について 

・学校以外の学びの場について

（社会の求める新しいスキル等、

プログラミング、お金について等） 

・施設周辺の環境整備について 

・様々な地域の方との交流促進 

・保護者の学びの機会の充実 

※ワークショップに参加していない方にも読みやすいよう、一部表現の修正や内容の補足をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ワークショップの様子  
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C 班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

A 班 

ワーク１ ワーク２ 

■こんな支援があったらいいな 

・子育てに必要な物（オムツなど）の支援 

・オムツ券 

・ゴミ袋を配布してほしい 

・育児用品を借りられる、もらえる支援があ

ったらいい（チャイルドシート、ベビーカ

ー、制服など） 

 

■子育て支援情報について 

・矢吹町の情報をのせる広報誌（ポップで子

どもと一緒にみられるもの）ポストに月 1

で届く 

・気がつかない。情報発信。防災無線など 

 

■希望すること 

・未来くるやぶきと未来くるステーション

の休みをずらして、どちらかには遊びに行

ける様にしてほしい 

・未来くるやぶきの利用は子 3 人につき保

護者が 1 人つかないと利用できない 

 

■こんなイベントがあったらいいな 

・子どもがパパと一緒に参加できるクッキ

ング等イベントがあったら嬉しい 

・子どもと親が一緒に参加できるイベント 

・アウトドア系のイベントだけではなく学

習合宿的なのあればおもしろい？ 

・急に子どもをあずかってほしいときの場 

・じいちゃん、ばあちゃんと知り合う場 

・マラソン教室 

■小学校・幼稚園・保育園等のイメージ 

・同じ保育園や幼稚園からきた子が仲いい

イメージ 

 

■関わりについて 

・幼稚園児が少ないぶん先生や他の園児と

かかわれる 

・他の園で小学生との交流 

・保育園、幼稚園時の時に小学生と関われる

機会があると良い。（やきいも大会とか？） 

 

■希望すること 

・子ども 1 人に対する先生が多い（よくみ

れる） 

・転校生サポート 

 

■満足していること 

・子供に色々なことを経験、挑戦させたい 

・今の子ども園に満足 

・待機児童ゼロは嬉しい！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■こんな場所があったらいいな 

・子どもの居場所（こども食堂など） 

・子連れで気軽なカフェなどがあるといい 



 

B 班 

ワーク１ ワーク２ 

■こんな支援があったらいいな、こんなと

ころ改善してほしいな 

・父親向けの講座のようなもの。相談できる

場 

・父子手帳 

・父親用のワークショップは興味がないと

できないので、出産時や母子手帳をもらう

時に、父親用の子育てで参加をする内容な

どの冊子 

・いつでもできる相談の場 

・親になる前に、子どもが生まれた後にやる

ことやポイントを知っておきたい 

・幼稚園の制服が高すぎる→下げる→おゆ

ずりしたい人、もらいたい人 

・給食当番の服の汚れがおちにくい。アイロ

ンが必要。変更してほしい 

・着れなくなった服のリサイクル 

・ポプラの木の子育て支援室（pokosika）

は良い 〇 

・小さい子と大きい子が遊べる場所がまと

まってない、まとまっていると利用しやす

い（例：鳥見山公園のようにプール、アスレ

チック、公園、広場） 

・場所の有効活用がされてない △ 

・予防接種助成。もっと幅を広げていただけ

ると嬉しい。 〇 

・子どものインフルエンザ予防接種の助成。 

△ 

・児童手当制度。助かります 〇 

・小学校（中畑）のジャージを変えてほしい

■全体的に 

・駐車場が足りない 

・施設ごとのカラーを出していく 

・多くの人と関われる 

 

■保育所・認定こども園 

・保育園。養護が主となり家庭環境が多々異

なり、サポートを必要とする家庭が年々増

えている。保護者の支援の必要が多くなり

対応の幅がとてもむずかしく感じる 

・こども園では先生たちがいきいきしてい

るように感じる。新しいことへの取組みも

行っている 

・保育時間。他市町村と違って差がある 

・年少の 4 月の慣らし保育期間が長い（GW

までお弁当作り） 

 

■幼稚園 

・町の幼稚園は少人数クラス。教諭も配置が

しっかりあり、用務員の方もいるので環境

整備もよく目が届いている 

・非認知スタイル。さまざまな活動、経験を

たくさんできる場 

・保護者も協力的。園長先生の指導がとても

すばらしいといつも思っています 

・未就園児との関わりができればうれしい。

（一時預かり園庭解放など） 

・預かりの子が増えているので親がさびし

い。関わりが少なくなる 

・遊具が新しくなれば 



 

 

 

 

 

 

（形）白半袖 

・学校以外の学べる場 

・小学校登下校の見守り隊の手厚さ 〇 

・小学生のバス通。高学年の子も続けて乗り

たい 

・給食センター。幼稚園はなぜ郡山市の業者

さんから弁当が届くのか 

・第 3 子でも最低給食はもつべきだと思い

ます。（保育料も） × 

・幼稚園の給食を手づくりにしてほしい 

・各町立幼稚園それぞれの HP を作ってほ

しい。情報が欲しい 

・アンケートなど web でやっているところ

は良い 〇 

・要保護世帯はいるとしても育休中は一度

退園をするように検討していいのでは(待

機児童、在園児のこと) × 

・未就園児を預けられる場所を増やしてほ

しい。幼稚園の空き教室 

・子どもを預ける。祖母がいる、アレルギー、

上の子の遠足 

・子どもを預けるハードル △（気軽に、急

なときに） 

・夜間の保育がない。 

 

■小学校 

・古いけど学びのスタイルは今に近づいて

いるのかな？ 

・先生が少ない中いろいろ工夫され、指導を

進めていると思います。 

 

■その他 

・周りの環境の整備（夜間のライト少ない。

ゴミ散乱しているときがある） 

・ゴミ袋が高すぎる 

・先生の人数が足りない 

・小、幼と長期休みを合わせていただければ 

・色んなもの。教具があってよい 

・施設間での交流があればいい（学校と園で

も） 

・親の学びの機会をもっと充実させてほし

い 

・小学生以上に学校以外の学びの場を（社会

の求める新しいスキル等、プログラミング、

お金について等） 



 

C 班 

ワーク１ ワーク２ 

■子育て支援策の○ 

・基本的な支援策は充実している 

・幼稚園、保育園の副食費助成 

・金銭面の助成（医療費、出産祝金） 

・18 歳まで医療費無料は大変ありがたい 

・公園が多い 

・未来くるやぶきのイベントが充実してい

る 

 

■子育て支援策の× 

・学区が選べない 

・実家と同居とか近居だと保育園になかな

か入れない 

・一時あずかりが突然（急な時）は預かって

くれない 

・他市町村との差別化ができていない 

 

■こんな相談・交流の場があったらいいな 

・発達障害児を持つ親御さんのための交流

相談会など 

・気軽に相談できる機会。同年代のお母さ

ん、お父さんと 

・zoom での交流 

・子育て世代と他の世代（学生、高齢者）と

の交流の場 

・各国の子どもたちを集めて国の文化、食

事、ゲームをやって視野を広げる場 

・子育て世帯の預かりつきカフェ 

・学費免除、学費に係る支援策 

・3 人目以降の特別な金銭的支援策 

■小学校・幼稚園・保育園等のイメージ 

・善郷小 整備まで手が届いているか 

・先生と会話ができるようになるまで距離

がある。 

・小規模校に行けば行くほど先生と子ども

の関係性が良い（つながりが強い） 

・幼稚園から小学校までつながりが見えな

く、小学校で大丈夫かなと思いました。 

・中央幼稚園は老朽化してきているが先生

達の温かさでカバー 

・施設がふるい。最初、地震の時大丈夫かな

と思いました 

・幼稚園と保育園の差をなくす 

・幼稚園 建物の老朽化 

・幼稚園 先生が親身に子どもをみてくれ

る 



 

 

 

・職場の不妊治療対応の有給休暇の設置 

・欠勤による収入減少の対応（町から補助金

など） 

・18 歳までの補助等がもう少しあれば 

・預かり保育施設の充実 

・産後ケア施設 

 

■こんな子育て支援策があったらいいな 

・幼稚園で週 1 など定期的に英語やリトミ

ックなど実施してほしい 

 

■子育て支援策の情報について 

・アンテナを高くした場合だけ情報を得る

ことができる現状 

・紙媒体より情報機器による情報の方がい

い？ 

・ラインだと見やすい 

・プッシュ型の方法。LINE など 

・SNS など。インスタなど 

・アプリの周知と内容の充実 

・妊娠届を出すときにタイムツリーのよう

な資料をもらうと便利 


